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9 【施工における　課題・問題点　等】

・本工事における場所打ち函渠を施工するにあたり、コンクリート構造物の品質確保について

考えた時に、品質の良い生コンクリートの使用、ひび割れ抑制対策等があげられるが、今回は

実際の現場施工（生コン打設）時に正しい施工と施工管理の徹底を行った。

10 【実　施　内　容】

・実施内容としては、施工の基本事項の遵守するために、先進的にコンクリート構造物の品質確保

に取り組んでいる山口県の「コンクリート構造物品質確保ガイドライン」を参考に施工管理を行っ

た。

　その中でも様式「施工状況把握チェックシート」を活用し、生コン打設の基本事項を「見える化」

することで施工に対する意識向上とコンクリート構造物の品質確保を図った。

11 【実　施　結　果】

・今回、正しい施工と施工管理の徹底を行ったことで、ひび割れや豆板等もなく品質の良いコンク

リート構造物を施工できたと思う。

　結局、圧縮強度やひび割れの有無、コンクリート表層の仕上がりで評価されるが、少なくとも施

工に携わった作業員の施工に対する意識が向上したと思います。
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【実　施　内　容　等】

（様式―２）　　

○打設前ミーティング

・計画資料配布

○打設注意事項に配布

・注意事項とその理由を明記するこ

とで作業員の意識向上を図った。

○打設計画の配布（時間割等）

○施工状況把握チェックシートの活用



【実　施　内　容　等】

（様式―２）　　

○基本事項の「見える化」

・バイブレータ―挿入深さ明示（各層毎）

・バイブレータ―挿入間隔明示（＠500㎜）

・打設ホース挿入間隔明示（＠2500㎜）

・打設ホース挿入深さ明示



【実　施　内　容　等】

（様式―２）　　

・打設状況

○鉄筋へのバイブレータの

不要な接触を防ぐため、バ

イブレータのスイッチを持つ

要員を配置し、バイブレータ

―上げ下げの際、スイッチ

を切ることで鉄筋へのバイ

ブレータの接触を最小限に

抑える。

・ブリーディング水の除去

・職員による打設リフト管理＠500㎜

・筒先バイブ：2名

・再振動バイブ：1名

・バイブスイッチ要員


